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　三井化学 （株）が 1994年 に育成したF1品種は 、 西南地方で試験栽培 され多収の 報告がある。 水稲の 乾

田不耕起直播栽培は 、 生産経費の低 コ ス ト化を目的として い るが 、 近年の 環境保全を考慮 して も有効な栽

培方法の一
つ で あると考え られる 。 本研究は 、 極晩生品 種であるF1 晶種を北陸地方で乾田不耕起直播栽

培した場合の適応性につ いて検討 したもの である 。 比較対照として、湛水土中散播F1の 場合も検討 した 。

　材料および方法 ： 供試品種は水稲F1 品種の 、
　 MH2003 とMH2005 である 。

1999年4月23 日、 石川県農業

短期大学の水田におい て 、 みの る式不耕起直播機 （歩行 2条植え）を用い て催芽籾の播種を行 っ た （株間

15cm、条間30cm、 1穴5−・6粒）。 施肥は、　 LP40施用区とBBO56施用区の 2処理 （2 反復） と した 。
コ ァ サ

ンプル法を用い た根系生育調査は株間におい て 、
8月26日 、 9月2Z日および 10月19日に実施 した。 反復数は

3 とした 。 また、根系か らの 出液速度を測定 し、根の生理活性を示す指標と して検討 した。出液速度の 測

定は 8月29 日に実施 した
。
8月5 日と9月25 日に株間の 5  および10cm土壌下およ び株直下2ecmの 位置に 、

注射器を用 い て0．4％の 寒天を含むRbゲル （40mg！ml の Rbを含む）を10ml注入 し、
5日経過後の 8月10日 と

9月30日 に地際か ら株を刈 り取 り乾燥後、乾物重を測定 して か ら、原 子吸光法を用 い て 茎葉部の Rb含有量

を測定し、 根の 生理活性を示す指標として検討 した 。 反復数は 3 〜4 とした 。

　結果お よび考 察 ：最高分げつ 期を過 ぎた生育相の 根乾重 （8126＞、穂揃い期〜登熟初期 （9／22）お よ

び成熟朋 （10〆19）における根乾重の 土壌中階層構造を第 1表 ｝こ示 した 。 総根li吃重は施肥 の 種類に よ っ て

品種による反応が異なっ た 。
MH2003 はLP40 施用区で根乾重が多 く、MH2005 は BBO56 施用 の 方で総根乾

重が大きか っ た 。 しか し、基本的栽培法 として は、窒素の 利用効率を考慮なが ら緩効1生肥料と速効性化学

肥料の併用を考えるべ きであると思われるが 、 施肥法および施肥効率を決定するため の 基本的資料は未だ

不足 してい る 。
MH2003 はMH2005 よ りも根系発達が優れて い る傾向が示されたが、深根性 につ い て F1品

種 間 に大きな差は認め られなか っ た 。
8月初旬に お けるF1品種の 地上部単位乾重あた りの Rb吸収量 は 、

コ

シ ヒカ リの 5〜10倍の値を示 した （第 2表〉。 特に、乾田不耕起直播 したMH2005 の LP40施用区で Rb吸収量

が多 く、こ の 栽培区の 根の 活性は高い と推定された 。 収量および収量構成要素に っ い て は、作物学会北陸

支部会 （2000年7月25−26日）におい て概要を発表済みである。 今年度の試験では 、 栽培上の施肥絶対量が

不足 したため、予想以上に葉色が低下 し、穂数、 1穂もみ数が減少した こ とが原因となり、収量は低か っ

た
。 株間5   下 の 位置に おけるRb吸収量 と株間に おける深さ 0−10  の 根乾重 と の 間に は、有意 な相関関

係が認められな か っ た （r・｛｝．028） 。
9月25 日の Rb吸収試験 と9月Z2日の 根系調査 の 結果か ら、 2要 因の 相

互関係を検討 した 。 株間の 土壌下 10  に おけるRb吸収量 と株問の 土壌下 10・20  の階層の 根乾重との 間

に は 、
r＝ −0．532の相関関係が 認め られた 。 株直下の 20cm の位置か らの Rb吸収量と株間土壌下20an −40cm

における根乾重との 間には、r＝−0539の相関関係が認め られ た。 土壌表層 （株間 で 土壌040cm 階層） の根

の 活力 （Rb吸収能力）と根乾重と の 間 に、密接な関連性はない もの と考え られた 。
10cm よりも深 い 土 壌

中の根乾重とRb吸収能との 間｝こは負の相 関が認め られたが、いずれにおい て も、有意な相閼 （pく 0．05）

関係は認められなか っ た。

　謝辞 ；Rb吸収量 の測定に ご協力頂い た 、 石川県農業総合研究セ ンタ
ー梅本英之氏に感謝い た します 。

　出液速度および生育調査に協力い ただ い た、金沢大学教育学部、狩野紫、冨澤佳代、内浜朗氏に感謝 し

　ます 。
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第 1表　Fl水稲品種の 根乾重階層分布

（1999．8、26〜Z9）

の

几琿 　　 o 0−10cm 10−20cm 20−30cm30 −40cm 「
容　　LI

驍．
要1．　コ

ー

乾不直 MH2eo3 　BBO56 株 間

　　　　　MI．12003　 LP40　株闘

　　　　　MI
．12005　 BBO56株間

　　　　　MH2DO5 　 LP40　株間

湛直　MH2003　　　　株間

　　　　MH2DD5 　 　 　 株 間

　LSD 　P＝0．05

198．7±44，7mg

206．3士37．8
200．0± 14 ，1

207，0±45，1

148 ．0± 25．1

173．7士 101、9

　　ヰ6．25

30．0 ±　7．Omg

43．3 ニヒ45

王4．7土 　8，0

27．7± 11．0

63．7± 23．4

97．7±33．5

　　　27，79

5，3±0．5mg

王6．7士6，62
，0 ± 1．47

，3 ±7．57

．7 土7，29

．0 ±5．1

　　　5．95

2．0 ：ヒ1．Dmg

8．7 士5．52

，3± 1．53

，7土3．Ol

、5±2．15

．0± 1、0

　　3，16

236．Omg275

、0219

，0245

，7220

．9285
．471

、96
舮

平均値 ±標準誤差 （n ＝ 3）
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乾不直　 MH2003 　BBO56 株間 280．7± 47．Omg

　　　　　　MH2003 　 LP40　株間 221．0±71．5

　　　　　　MH2005 　 BBO56 株間 262 ．7 ± 6．3

　　　　　　MI−r2005　 LP40　 株 間 130．3±30．ユ

湛直 　　MH2003 　　　 株間 184．3± 46．7

　　　　　　MH2005 　　　　株間 174．5± 61．5

LSD 　＝0．05　　　 　　　　　 　　　　 64．32

605 ±2、1mg

46．7 ±7．5

39 ．0 ± 5．2

30，7±14．2

83．3 ± 15．9

92，7±59，2

　29、97

14，3± 1．5mg

17．0 ±7．511

、3 ：ヒ3．27

．0±4、315
．0± 3．48

．7±5，0

　 4，83

5，3± 1．5mg

4，0± 1．05

．7 士 2．51

．3」二1．55
．0± 5．64

，0±1．4

　2．42

360．lmg288

，7318

、7169

，3287
，6279980

，47

1999．10．19

一 一
喪． 口

一
口 0−10cm 10−20cm 2G−30cm 30−40cms 　 百　　／コ

ー

乾不直　MH2003

　　　　　　MH2003

　　　　　 MH2005

　　　　　　MH2005

LSD　 ＝ O．05

BBO56 株 聞

LP40 　株間

BBO56 株 間

LP40 株間

153．7±27、1mg

232 ．3 ± 61．5

ユ76，7±71，0

145 ．7 ± 31．2

　 62．75

39、3± 11．9mg

51 、3± 14．0

32．0± 22．2

20 ，7 ± 6．4

　 19，99

13．0よ 9．Orng

11．7± 9．29

．7± 4，97

，7± 4 ．5

　12、49

4．3 ± 1．5mg

5，3±1．52

，7± O，54

．3 ±4，06

．45

210 ．3mg300

，6221

．1178

，4167

．34

第 2 表 F1品種 の地上部単位乾重あた りの Rb 吸収量

一 9122− − lti・− − igll）

短、乾不直BBO56

短、乾不直LP40

短、乾不直BBO56

　　　　　 ・　 LP40

MH2003MH2003MH2005MH2005

eWEIP − e− − IZI ・uilgll

　271．76 士 32．42

　329．47 ±王5，32

　200．99± 37．45

125480 ± 8286

319．67 二t99 ．04

322 ．67 ±11、21

321．73 ± 63，72

45774 ±100．77

183．D9± 1．93

272．95 」：93．02

589．47：ヒ127，72

30〔｝、18±64i4

259 ．44234

，16376

．3541128

“

　平均値± 標準誤差 （n ＝4）

一 al21・lll−l− − − − − EIL

短、乾不直BBO56

短 、 乾不 直LP40

短、乾不 直BBO56

短、乾不直LP40

MH2003MH2003MH2005MH2DO5

一 maEanuL1xz ．‘1uags 一

18．74± 3，33 μg〆g
78．48 ゴ：8．72

41、19 ± 6．27
28，32±15．94

31．63土 4、13 μg！g
36．55 士 5．74

41．32 ± 9．27
87．29 二t6．71

30 ・59 ± 6．01 μ 9！9

42．79 ゴニ14，42
29、83 ± 10 ．85
50 ．38 ±27、24

21．D346

．05
』

41．3482

，74

一
＊

　平均 値±標準誤差 （n ； 3）
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